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みんなで考えよう

～住民懇談会開催のお知らせ～

　医療費特別給付金制度は昭和46年度に
高齢の方々等の福祉の増進を図るため始
まりました。現在は、子ども、障がい者、ひ
とり親や世帯主への給付も行うようにな
り、平成29年度の給付総額は約1億5千万
円となりました。その中で老人医療費特別
給付金は1億8百万円と突出しているのが
現状です。

原村医療費特別給付金制度

日付
場所
時間

2月20日（水）・22日（金）
役場3階 講堂
午後7時～

　財源の不足により、平成27年度から平成
29年度の3年間で基金を4億円取崩し、一
般会計へ繰り入れをしました。特に保健福
祉関係では平成30年度予算で諏訪中央病
院組合の負担金が5,942万円、介護保険負
担金は1億1,080万円など毎年負担金が増
加しています。
　国からの地方交付税は平成29年度で前
年度比5,482万円の減額でした。
　繰越金や繰入金を算入しない実質単年
度収支は平成26年度から歳入不足となり、
平成29年度は1億3,482万円の赤字で村の
財政は厳しい状況が続いています。

　平成28年度より財政負担を
減らし、給付額の縮減を図るた
めに対象年齢を70歳とし、現
在は経過措置として2年ごとに
1歳引上げ、平成30年度は67
歳となりました。
　しかしながら平成26年度よ
り1億円を超えた給付金は、平
成30年度も引き続き1億円を
超える見込みです。

　今後どのようにしたらこの制度が存続していけるか、住民の皆さんのご意見をお
聞きする住民懇談会を開催します。

経過

財政

老人医療費特別給付金

大勢のみなさんのご参加をお待ちしております。 総額 1億5,000万円総額 1億5,000万円

　減らない老人医療費特別給付金の縮減のため、原村医療費特別給付金制度あり方検討委員会答申による条例改
正案を12月議会に上程しましたが、抜本的改革が必要ではないのかとの理由により賛成少数にて否決されました。

縮減が進まない理由として...
① 70歳から74歳までの前期高齢者の窓口負担額が1割から2割に引き上げられた。
② 老人の給付対象資格者数が横ばいのままである。
③ 老人一人当たりの医療費が増加。
④ 高額療養費の改定により自己負担額が増額された。 

などが挙げられます。

今回の条例改正案は、
① 県外医療機関分は対象外とする。
② 申請書の提出期限を1年から６か月に変更する。
③ 診療同一月の申請回数を1回とする。
④ 村外からの住所地特例者は対象外とする。
⑤ 2年の居住要件を設ける。 

などとするものでした。
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医療費特別給付金の推移 

※両日同じ内容です。

平成29年度
医療費特別給付金給付内訳

老人
1億800万円
老人

1億800万円

ひとり親
256万円
ひとり親
256万円子ども

1,900万円
子ども
1,900万円

障がい者
1,800万円
障がい者
1,800万円

世帯主
341万円
世帯主
341万円

老人医療費
その他医療費

問　保健福祉課 医療給付係 ☎79-7925（直通）



KOHO HARA  2019.2 42019.2  KOHO HARA5

平
成
最
後

平
成
最
後

新
成
人
代
表
挨
拶

　
1
月
3
日
（
木
）
中
央
公
民
館

で
、
平
成
最
後
の
成
人
式
が
開
催

さ
れ
、
88
人
（
男
52
人
、
女
36

人
）
が
成
人
を
迎
え
ま
し
た
。

ス
ー
ツ
や
晴
れ
着
を
身
に
付
け
た

新
成
人
は
笑
顔
で
会
場
に
訪
れ
、
友

人
と
の
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
式
典
は
厳
か
に
行
わ
れ
、
成
人

と
し
て
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
行
わ
れ
た
祝
賀

会
で
は
、
友
人
と
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
た
り
、
ビ
ン
ゴ
等
の
ゲ
ー
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
人
に
な
る
こ
と
、
成
人
に
な

る
こ
と
を
私
た
ち
は
果
て
し
な
い

未
来
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
む

中
で
私
た
ち
は
、
未
来
は
い
つ
か

で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、
大
人
へ

と
近
づ
い
て
き
た
。
大
人
の
理
想

像
は
人
に
よ
っ
て
幾
数
も
あ
る

が
、
す
べ
て
に
共
通
し
、
尚
且
つ

大
切
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
を
述
べ
た
い
。
そ
れ
は
責

任
と
感
謝
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
制
限
の
中
で
責
任
を

負
う
こ
と
か
ら
守
ら
れ
て
来
た
。

自
由
に
は
責
任
が
伴
う
か
ら
だ
。

成
人
の
日
を
迎
え
私
た
ち
は
、
自

ら
の
行
動
に
責
任
を
全
て
背
負
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
も
果

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
私
た
ち
は
一
人
で
生
き

て
き
た
わ
け
で
は
な
く
、
両
親
は

も
ち
ろ
ん
、
先
生
、
地
域
社
会
に

支
え
ら
れ
て
今
日
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
私
た
ち
は
、
社
会
か

ら
受
け
て
き
た
恩
恵
に
報
い
、
還

元
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
平
成
の
時
代
は
幾
多
の
災
害
に

見
舞
わ
れ
、
助
け
合
う
こ
と
の
大

切
さ
、
思
い
や
り
の
温
か
さ
を
身

に
染
み
て
実
感
す
る
機
会
が
多
々

あ
っ
た
。
こ
の
教
訓
を
心
に
刻
ん

で
社
会
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が

社
会
の
一
員
と
し
て
の
責
任
を
果

た
す
事
の
一
歩
だ
と
思
う
。
そ
し

て
、
私
た
ち
が
先
頭
に
立
っ
て
実

践
し
て
い
く
こ
と
が
、
社
会
へ
の

貢
献
で
あ
り
、
成
人
と
し
て
の
使

命
を
果
た
す
こ
と
に
繋
が
る
。

　
私
た
ち
の
十
代
は
終
わ
り
、
大

人
の
仲
間
入
り
を
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
何
も
か
も
を
大
切
に
し
、
感

謝
を
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
更

に
成
長
し
て
い
け
る
。

　
感
謝
の
気
持
ち
と
原
村
で
育
っ

た
誇
り
、
成
人
と
し
て
の
決
意
を

胸
に
刻
み
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

歩
ん
で
い
く
こ
と
を
誓
い
、
新
成

人
の
挨
拶
と
す
る
。

①祝賀会の乾杯を待つ②恩師との
記念撮影③友人との記念撮影④祝
賀会の乾杯の音頭⑤取材を受ける
成人⑥友人との記念撮影⑦集合写
真撮影⑧式典の様子⑨記念品を受
け取る成人⑩万歳三唱

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤

⑥⑥ ⑦⑦ ⑧⑧

⑨⑨ ⑩⑩

成
人
式
と
い
う
人
生
の
節
目
を

迎
え
た
今
、
私
は
こ
の
二
十
年
間

本
当
に
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て

き
た
。
生
ま
れ
て
か
ら
今
ま
で

ず
っ
と
、
両
親
や
家
族
か
ら
無
条

件
の
愛
を
受
け
、
ど
ん
な
と
き
も

安
心
で
き
る
居
場
所
を
作
っ
て
も

ら
っ
た
。
正
し
い
判
断
や
選
択
を

す
る
と
き
に
は
、
先
生
方
か
ら
の

助
言
や
、
地
域
の
方
々
か
ら
勇
気

づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、

か
け
が
え
の
な
い
時
間
を
共
に
過

ご
し
た
仲
間
た
ち
に
は
、
良
い
こ

と
も
、
悪
い
こ
と
も
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
を
も
ら
っ
た
。
振
り
返

る
と
私
に
は
、
与
え
て
も
ら
っ
た

も
の
ば
か
り
だ
。

今
ま
で
出
会
っ
た
全
て
の
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
価
値
観
や
考
え

方
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
に
触
れ

る
度
に
視
野
が
広
が
り
私
は
成
長

で
き
た
と
思
う
。
今
の
私
が
あ
る

の
は
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
く
れ

た
人
た
ち
の
お
か
げ
で
あ
る
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
た
ち
も

き
っ
と
、
私
に
何
か
し
ら
の
影
響

を
与
え
て
く
れ
る
。

出
会
い
を
大
切
に
、
感
謝
の
気

持
ち
だ
け
は
忘
れ
ず
に
い
た
い
と

思
う
。
ま
た
、
私
も
誰
か
の
人
生

に
良
い
影
響
を
与
え
る
一
人
に
な

れ
る
よ
う
、
ど
ん
な
と
き
で
も
誠

実
に
向
き
合
え
る
大
人
に
な
り
た

成
人
　
抱
負

成
人
　
抱
負

のの

平成最後の成人を迎えた
のは平成10年度（1998
年度）生まれのみなさん
です。

平成最後の成人を迎えた
のは平成10年度（1998
年度）生まれのみなさん
です。

・大相撲で貴乃花と若乃花の史
上初の兄弟横綱が誕生する
・小渕恵三が第84代内閣総
理大臣に任命される
・日本初の火星探査機「のぞ
み」が打ち上げに成功する
・Windows98、iMacが発
売される

日本漢字能力検定協会発表
の一年間を表す漢字は「毒」
和歌山毒物カレー事件の影響に
よる毒物混入事件が多発したこ
とから

新成人代表
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返
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に
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の
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が
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は
、
こ
れ
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で
関
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、
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。

　
出
会
い
を
大
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に
、
感
謝
の
気

持
ち
だ
け
は
忘
れ
ず
に
い
た
い
と

思
う
。
ま
た
、
私
も
誰
か
の
人
生

に
良
い
影
響
を
与
え
る
一
人
に
な

れ
る
よ
う
、
ど
ん
な
と
き
で
も
誠

実
に
向
き
合
え
る
大
人
に
な
り
た

い
。

　
私
た
ち
は
、
本
日
を
境
に
社
会

で
成
人
と
し
て
の
扱
い
を
受
け
、

大
人
の
仲
間
入
り
を
す
る
こ
と
と

な
る
が
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
だ
。
ど

う
か
こ
れ
か
ら
も
温
か
い
目
で
ご

指
導
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
た
い
。

新成人代表
清水 望由 さん

成
人
式

成
人
式

平成10年度の主な出来事

平成10年度を振り返る平成10年度を振り返る

のの

※成人代表挨拶は一部省略しています。



平成の成人式  を振り返る

平成12年　男性

平成12年　女性

平成13年　男性

平成13年　女性

平成14年

平成2年　男性

平成2年　女性

平成3年　男性

平成3年　女性

平成4年　男性

平成4年　女性

平成5年　男性

平成5年　女性

平成6年　女性

平成6年　男性

平成7年　男性

平成7年　女性

平成8年　男性

平成8年　女性

平成9年　男性

平成9年　女性

平成10年　男性

平成10年　女性

平成11年　女性

平成11年　男性

平成15年

平成16年

平成17年

平成18年

平成19年

平成20年平成26年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成31年

平成27年

平成28年

平成29年

平成30年

平成21年




